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ごあいさつ

群馬県知事

　住み慣れた地域において安全で安心した暮らしを営むことは、
県⺠全ての願いであり、そうした⽣活を守ることが県政運営の
基本であると考えます。
　群馬県では、総合計画の「誰もが安全で安心できる暮らしづ
くり」を基本目標に掲げ、「医療・福祉連携による優しいぐんま
推進」の政策の中で、⾼度・専門医療や救急・災害医療の充実、
地域包括ケアシステムの構築や医療介護連携の推進などの施策
に取り組んできました。
　また、平成 27 年策定の第７次群馬県保健医療計画では、がん対策、⼩児・周産期医
療の充実、在宅医療の推進、医師・看護師確保対策など、様々な事業を実施するとともに、
平成 28 年には群馬県地域医療構想を定め、団塊の世代が全て 75 歳以上になる 2025 年
を⾒据え、将来の医療ニーズを踏まえながら、急性期から回復期、慢性期さらには在
宅医療に⾄るまで、それぞれの地域でバランスのとれた病床整備などの取組を進めて
きたところです。
　本格的な超⾼齢社会を迎えて、これまで以上に保健・医療・福祉が連携しながら、
限りある資源を効率的・効果的に提供することで、それぞれの地域において、切れ目
のない医療を提供できる体制を整備することが求められていることから、このたび、
平成 30 年度から６年間の第８次群馬県保健医療計画を策定いたしました。
　この計画では、「県⺠と患者の視点に⽴って、将来にわたり良質かつ適切な医療が効
率的かつ効果的に提供できる体制を確⽴する」ことを基本理念に、「県⺠の健康と元気
な暮らしを⽀える」「住み慣れた地域で安心して⽣活できるよう医療と介護が切れ目な
く提供される体制を構築する」「地域の医療を⽀える医療従事者の確保・養成」といっ
た３つの視点で施策を展開することとしております。
　計画の推進に当たっては、市町村をはじめ関係団体、医療機関、保険者や県⺠の皆
様と⼀層の連携を図りながら、地域の医療課題に総合的に取り組んで参りますので、
皆様⽅の御理解と御協⼒をお願い申し上げます。
　結びに、本計画の策定に多⼤な御尽⼒を賜りました群馬県医療審議会、群馬県保健
医療対策協議会、専門部会、及び地域保健医療対策協議会の委員の皆様を始め、御協
⼒をいただきました多くの皆様に、心から感謝申し上げます。

　平成 30年４⽉
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